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傷 つける人もないけど

少 しだけ(‐ スだア |'レ ス

犀 にはさんで iiる わあの 11に

海を見ていた午後

あなたを思い出す この店に来るたび

坂を上って きょうもひとり来てしまった

山手のドルフィンは 静かなレストラン

晴れた午後には 遠く三浦岬も見える

ソーダ水の中を 貨物船がとおる

小さなアワも恋のように消えていった

あのとき目の前で 思い切り泣けたら

今頃二人 ここで海を見ていたはず

窓にはほをよせて カモメを追いかける

そんなあなたが 今も見える テーブルごしに

紙ナプキンには インクがにじむから

忘れないでって やつと書いた遠いあの日



中央フリーウェイ

中央 フリーウェイ

調布 基 地 を追い越 し 山にむかって行 けば

黄昏が フロント・グラスを染 めて広 が る

中 央フリー ウェイ

片手で持 つハ ンドル 片手 で肩 を抱 いて

愛 してるつて言 ってもきこえない 風 が 強 くて

町の灯が やがてまたたきだす

二 人して 流 星 になったみたい

中央 フリーウェイ

右に見 える競馬場 左 はビールエ場

この道 は まるで滑 走路 夜 空 に続 く

中央 フリー ウェイ

初 めて会 った頃は 毎 ロドライブ したのに

このごろはちよつと冷 いね 送 りもせずに

町の灯が やがてまたたきだす

二人 して 流 星になったみたい

中央 フリーウェイ

右に見える競馬場 左 はビールエ場

この道 は まるで滑 走 路 夜 空 に続 く

夜 空 に続 く

夜 空 に続 く

埠頭を波る風

青 いとば りが 道 の果てに続 いてる

悲 しい夜 は 私 をとなりに乗 せて

街の 11り は遠 くなび く (ま うき Itl

何 もいわず に 私 のそば にいて

埠頭 を波 る llを 見たのは

ぃつか「1人 が ただの友達 だった日ね

今のあなたは ひとり傷つき

忘れた景色 tiし に ここへ 来たの

もうそれ 以 上

もうそれ 以 11

ゃ さしくなんて しなくていいのよ

いつで も強 が る姿 うそになる

セメント積 んだ 倉庫のかげで

ひざをかかえる あなたは急 に llい

だか ら短 い キスをあげるよ

それは失 くした 写 真 にするみたいに

もうそオt以 上

もうそれ 以 上

や さしくなんて しなくていいのよ

いつで も強 が る姿 好 きだか ら

白いと息 が 間の中へ 消 えてゆ く

こごえる夜 は 私 をとなりに 乗せ て

ゆるいカーブで あなたへ たおれてみた ら

何 もきかずに 横 顔 で笑 つて

青 いとば りが 道 の果 てに続 いてる

悲 しい夜 は 私 をとな りに乗 せ て
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青春 のリグレット

笑って話せるね

そのうちにって握手した

彼のシヤツの色がまぎれた人混み

バスは煙り残し

小さく咳こんだら

目の前が滲んだ黄昏

あなたが本気で見た夢を

はぐらかしたのが苦しいの

私を許さないで 憎んでも覚えてて

今では痛みだけが真心のシルエット

ほんの二月前は

指からめた交差点

今も横を歩く気がする

夏のバカンスを胸に秘め

普通に結婚してゆくの

私を許さないで 憎んでも覚えてて

今でもあなただけが青春のリグレット

私を許さないで 憎んでも覚えてて

今では痛みだけが真心のシルエット

笑つて話せるの

それはなんて哀しい

だってせいいつぱい愛した あなたを愛した

BLIZZARD

Blizzal d,Oh!Blizzard包 め世界を

尾根 も谷間 も自く煙 らせ

激 しく舞 い翔ぶ妖 精たちが

前 を l● くあなたの姿 かき消す

ストックにつけた鈴 の音だけが

二人をみちびくの 音の無 い国

Blizzard,OhI Blizzard閉 ざせ二人を

流れ る距離 と時間を消して

ふ もとで会 お うとスター トきった

かならずは ぐれずにつ いてゆけるわ

ふいに見 失 う心細 さが

あなたへの想 いをつのらせるから

Blizzard,OhI Bhzzard急 げ心 よ

もっとあなたの近 くへ ゆくわ

軽 いバウンド ギャップを跳 び越 え

ゴーグルの雪 結 晶に変 わる

Blizzard,OL!Bhzzard色 め世界 を

尾根 も谷間 も白く煙 らせ

Blizzard,Ohi Blizzard閉 ざせ二人を

流れ る距離 と時間を消 して

Blizza鑢 ,Oh!Blizzard急 げ心 よ

もっとあなたの近 〈へ ゆくわ
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幸せになるために

話 すことは 沢 山あ りすぎるけど

黙 って そのなつか しい顔 を見せて

ゃ っと忘 れた あなたを会 わせ るなんて

月日は なんて気 まぐれなことするの

眠れない夜の中を縮 めようと走 った距離

明 日になれば あなたに会 える

そう ただそれだけのために

もっと素 直に もっとやさしく

もっと強 くなろうとして来 た

そして二人はなんにもなかつた ように

もと来た それぞれの道 を戻 ってく

照 らされた朝 に染 まり あなただけの笑顔見せて

明日になれば あなたのことは

もう 思い出さないで しょう

私 にとって あなた にとって

もっと幸 せになるために

明 日になれば あなたに会 える

そう ただそれだけのために

もっと素 直 に もっとやさしく

もっと強 くなろうとして来 た
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シンデレラ・エ クスプレス

ガラスに浮 かんだ街 の灯 に

溶 けてついてゆ きたい

ため息 ついて ドアが開 まる

何 も云 わなくていい 力を下 さい

距離 に負けぬよ う

シンデ レラ 今 魔法が

消 えるように列 車 出て くけど

ガラスの靴 片方 彼が持 っているの

あなたの街 を濡 らす雨は

もうじきここまで来 る

私 は傘 をささず帰 る

笑顔 だけ抱 きじめて

出逢えたことをとても感 謝 して

シンデレラ 今 魔法 が

消えるように列 車出てくけど

ガラスの靴 片方 彼が持 っているの

意地悪 なこのテス トを

私 きっとパスしてみせる

同 じ時間生 きるの

どんな遠 くなっても
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騎 りゆく部屋

窓辺 に置 いた椅 子にもたれ

あなたは夕陽見てた

なげや りな別れの気 西dを

横 顔 に漂 わせ

二人の言葉 はあてもなく

過 ぎた日々をさまよう

』、りむけば ドアの隙 間から

宵闇が しのび込 む

どんな運命 が愛 を遠 ざけたの

輝 きはもどらない

わた しが今死 んで も

ランプを灯せば街は沈み

窓には部 屋が映る

冷たい壁 に耳 をあてて

靴音 を追いかけた

どんな運命 が愛 を遠 ざけたの

輝 きはもどらない

わた しが今死 んで も

水の影

たとえ異国の自い街 でも

風がのどかなとなりlllで も

私 はたぶん同じ旅 人

遠 いイマージュ 水面にお とす

※時 は川

きのうは岸辺

人はみなゴンドラに乗 り

いつか離 れて

想 い出に手 をふ るの

立 ち去 るときの肩のあたりに

声 にならない言葉 きこえた

あなたをもっと憎 み たかつた

残 る孤 独を忘れるほどに

よどみない浮 l■ の流 れ

とびこめぬ弱 さ責めつつ

けれど傷 つく

心 を持ち続 けたい

※ (く りかえし)

●Om f時のないホ テルJ198062101980


